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新しい時代を切り拓く実践経営情報紙 

来年春に5Gの商用サービスがスタート 
マーケティングに動画が不可欠な時代へ 
 
来年春から次世代通信規格「5G」の商用サービスがスタートする。4Gよりも「超高速・大容量・

多数同時接続」な通信環境が実現するとあって、マーケティングの分野で動画コンテンツの活用

がさらに進むと予想される。そうなると気になるのが、動画作成の手間。すでに多くのアプリが

登場しており、誰でも簡単に動画を作る環境は整っているが、どうしても時間がかかる。差別化

を図ろうとすれば、クオリティも無視できない。アウトソーシングも有効だが、コストが嵩むこ

とを覚悟する必要がある。 

こうした課題を一気に解決し、動画を量産できるツールが登場。月間800万ユーザーが視聴する

おでかけ動画マガジンを運営するオープンエイトがリリースした「VIDEO BRAIN（ビデオブレイ

ン）」がそれだ。誰でも簡単に、最短5分で動画作成が完了する。写真や動画、テキストなどの素

材を揃えれば、AIが自動的にストーリー性のある動画を作成する仕組みだ。音声が入ったMP4素材

をセットすると、音声を認識して自動でテロップを挿入する機能や、写真やイラスト素材のマー

ケットプレイス「PIXTA」とAPI連携することで、シーンに合った素材を数千万点の中から提案し

てくれる機能も備えている。 

気になる料金は月額15万円から。5G時代が到来すると、テキストをSNSにアップするような手軽

さで高クオリティの動画がアップされ続ける可能性もある。いずれ廉価版のサービスが出てくる

ことも予想されるが、動画マーケティングに積極的な姿勢を打ち出す投資と考えれば、一考する

価値はあろう。 

 

 


